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［ＰＦ］ 

｠ ２００５年２月２８日に２００４年度の運転を終了し、直線部増強のための作業に入っ

た。直線部増強については２３日午後に予定されている「直線部増強報告と今後の方針」

で詳しく報告される。直線部増強作業が終了して９月２０日より、リングの再立ち上げを

行い、焼きだし運転後１０月１８日にユーザー運転を再開した。ユーザー運転開始時点で

のＩτ積（ビーム電流Ｉとビーム寿命の積）は約220 Amin程度（ビーム電流450mAで約500

分の寿命）と小さく、１日３回の入射を要したが、Ｉτ積は順調に向上し１１月２２日か

らは１日２回の入射で利用に供している。２００６年３月６日の時点でのＩτ積は約850 A

minに達している。秋の運転再開から現在までに各々約１週間ずつ単バンチ運転を行ってい

る、１１月２９日から１２月５日までの単バンチ運転では、予想以上にビーム寿命が短く

さらにビーム寿命急落現象（突然ビーム寿命が短くなる現象、寿命が回復することもあれ

ば、ビーム電流がほぼ0mAになるまで回復しないこともある。）が頻発し、１日６－８回

の入射を強いられた。これは直線部増強に伴い真空路が平滑になり、バンチ伸長現象がか

なり大電流まで起こらなくなったことと関連している。２月７日から１３日の単バンチ運

転時には、直線部増強時に新しくなったDIP(distributed ion pump)１２台を停止して運転を行

った。これにより、寿命急落現象は起こらなくなった。寿命急落現象とDIPとの関連が示唆

される。なお単バンチ時の短ビーム寿命は如何ともしがたく、Top-up運転の実現が待たれる 

｠  

［ＰＦ－ＡＲ］ 

｠ ２００４年度の運転は２００５年３月１４日に終了し、今年度（２００５年度）の運転

は昨年４月４日に再開しており、３月２０日に終了する。この間、機器故障は何件かあっ

たが、運転は概ね順調に推移している。今年度の最大の事業であった西直線部NW-14への

挿入光源の設置は予定どおり昨年夏の運転停止期間に無事終了している。 

｠ ［ＰＦ］の項で述べた、ビーム寿命急落現象はＰＦ－ＡＲにおいて大きな問題である。

ＰＦでの経験をもとに、本年２月よりＰＦ－ＡＲでもDIPの停止状態でユーザー運転を行い、

影響に有無を調査した。 

 

 

 

 


